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はじめに 

第 4次夢育て・たちかわ子ども 21 プランは 2020（令和 2）年３月に策定されま

した。この提言書を作成するにあたり策定当時とは変化したことがあります。 

一つは2020年2月から始まったコロナ感染禍です。感染予防という言葉のもと

に子どもたちの多くの権利が奪われてきました。感染禍が卒業や入学と重なった子

ども委員からは「コロナの無い学校生活を知らないから比べることができないんで

す。」と、密な青春を過ごせなかった声も聞きました。社会の脆弱な部分を浮き彫り

にしたコロナ感染はウイルスが次々と変異し、社会状況も変化する中で、子どもたち

の生活と感染対策にどう折り合いをつけていくのかが課題です。 

二つ目は「子どもは何歳まで？」という考え方です。18 歳で選挙権を得ながらも

不登校や引きこもりが社会の大きな課題となっている現在、「若者の進学・就労支援

が必要であり、この計画でも補う必要があるのでは？」という意見がありました。し

かし、国の法や制度の多くは 18 歳で区切られており、縦割り行政の中でどのような

施策を展開していくのかは課題です。 

三つ目は子ども施策を進めるにあたり新たな法的基盤ができたことです。2021

（令和３）年に東京都の「こども基本条例」が、2022（令和４）年には国の「こども基本

法」が制定され、2023（令和５）年 4 月にはこども家庭庁が発足します。これらを後

ろ盾にし､生かした施策の進め方が必要です。 

今期の推進会議はこのような社会的背景のなか、「子どもの声や意見表明を尊重

する」を共通項に、4 つのテーマに分かれて市の取り組みを検証しながら、現状の把

握、課題抽出、プランの実現に必要な事柄についてグループワークを重ねてきました。

子どもたちの意見が充分反映されるよう各グループに所属した子ども委員は、自分

たちの言葉で起草文も書きました。 

そんな子どもたちや子育て中の保護者、教育現場の先生方、市民として様々な立

場で子どもに関わる老若男女の委員それぞれの想いが詰まった提言書です。 

この提言書が「子どもたちの笑顔があふれ歓声の聞こえるまち、立川」の創造へとつ

ながり、市民と行政、企業等の協働の形がさらに進んでいくことを願います。 

 

2023年３月 夢育て・たちかわ子ども21プラン推進会議 

会長 山中 ゆう子 
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